
中予家畜保健衛生所  電話 089-990-1333 

              携帯  090-6282-6129 (夜間・休日) 

 

 

R８.7.７ 

 
 

 
 
 

7月4日、静岡県富士宮市の養豚農場において豚熱の患畜が確認されまし

た。5月の家畜伝染病予防法改正で導入された「選択的殺処分」が適用され
た初めての事例です。 

（静岡県の養豚場では5月5日の同市での発生に続き、3例目となります。） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

選択的殺処分について 
○殺処分範囲（伝播リスクとなりうる豚） 

➀ ワクチン免疫が成立していない豚（ワクチン未接種豚、接種から20日以内の豚） 

② 既に感染している豚 

③ 家畜防疫員が豚熱のまん延防止のために殺処分が必要と判断した豚 

※原則、繁殖豚は殺処分の対象外 

ただし、適切にワクチン接種を実施していないと判断された場合、繁殖豚を含む全頭殺処分の 

対象となることがあるため、適切なワクチン接種をお願いします！ 

○手当金 

選択的殺処分導入後の豚熱の疑似患畜に対しては、手当金（4/5）のみ交付。 

（特別手当金（1/5）は交付されない） 

静岡県富士宮市で豚熱（CSF）が発生 
（国内 105例目、静岡県 3例目） 

【発生農場の概要】 

・ 農場所在地 静岡県富士宮市 

・ 飼養頭数 約1,174頭 

・ 殺処分範囲  約1,000頭（子豚、肥育豚等） 

・ 経     緯  7月3日：県が農場の立入時、豚の異状を確認したため、検査を実施。 

        CSFの疑いが生じたため国※による精密検査を実施。 

7月4日：患畜決定 （精密検査陽性） 。       ※農研機構動物衛生研究部門 

今回の改正で、登録飼養衛生管理者が用いた豚熱ワクチンの空瓶について、今後は他の薬剤・ワクチン

瓶と同様に「医療用廃棄物」としての処理が可能となりました。 

医療廃棄物として処理する場合は、その使用量等の実績報告を家保へ確実に行い、農場において必要

以上のワクチンの保管、他者への譲渡・引き渡し等の不適切な取扱いは厳に慎むようお願いします。 

なお、引き続き中予家保までワクチン瓶を返却していただくことも可能です。 


